　　　　　　　　　　　　訴状（少額訴訟）

　　　　　本件につき,少額訴訟による審理および裁判を求めます。

  　　　　 本年御庁に少額訴訟による審理および裁判を求める回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回

〒123-0045   東京都渋谷区南青山○丁目△番□号

　　　　　　　　　原告　　　　山　田　　太　郎

　　　　　　　　　電話　　　　０３－１２３４－５６７８

〒234-0056　 東京都品川区北品川○丁目△番□号１０１号

　　　　　　　　　被告　　　　山　本　　花　子

　　　　　　　　　電話　　　　０３－４３２１－８７６５
未払給与及び即日解雇による解雇予告手当請求事件

　訴訟物の価格　　　　金１９万円

　貼用印紙額　　　　　金２０００円

　　　　　　　　　　　請求の趣旨
1、 被告は、原告に対し、金１９０，０００円及びこれに対する平成１２年６月５日からの支払済みまでの年５分の割合による金員を払え

2、 訴訟費用は被告の負担とする

　　との少額訴訟による判決ならびに仮執行の宣言を求める

　　　　　　　　　　　　　請求の原因

1、 　原告は、平成１２年４月２１日、勤務開始から３０時間までの間は時間給９００円、その後は時間給１０００円との約定の下、「養老之滝」神田支店における従業員としての雇用契約を締結し、同年６月５日までの間、右支店において稼動しました。

2、 原告は、就業規則に則り、忠実に業務を遂行し、就業期間内において、遅刻も欠勤もしておりません。

3、 原告は、平成１２年６月５日、突然同支店において社員として勤務する高田氏から「明日から来なくてよい、もう使う気はない」などと一方的に言い渡されてしまいました。原告は、右発言の真意を確認すべく、同支店の最高責任者である加藤大介氏と、今後の就業の有無について話し合いの場をもちましたが、その際にも加藤氏から解雇する旨を告知されました。

4、 原告は、突然の解雇告知の後、同支店に勤務する従業員に対し、平成１２年６月１日から平成１２年６月５日までの間の賃金及び一か月分の平均賃金である解雇予告手当てを請求する旨の書面を交付しましたが、被告はこれに対してなんら誠意ある返答をしませんでした（甲第１号証）。

5、 被告の行為は、労働基準法第２４条１項に定める賃金全額払いの原則に違反し、原告を一方的に解雇したにも拘わらず、原告に対し同法２０条に定める３０日分以上の平均賃金である解雇予告手当てを支払っておりません。

6、 したがって、被告は、原告に対し６月１日から５日までの間の未払賃金４万円及び、解雇予告手当て金15万円の合計１９万円を支払う義務があります。

7、 　原告は、平成１２年６月２２日付けの内容証明通知書において、上記旨を通知した（甲第２号証）。

8、 しかしながら被告は、平成１２年７月２１日付けの回答書にて、上記金員の支払いに応じない旨を記載し、現在に至っております（甲第３号証）。

　　　　　　　　　証拠方法

1、 甲第1号証（通知書）　　　　　　　　　　１通

2、 甲第2号証（回答書）　　　　　　 　 　　１通

3、 甲第3号証（陳述書）　　　　　　　　　　１通

　その他，口頭弁論において提出する。

　　　　　　　　　　　添付書類

1、 訴状副本　　　　　　　　　　　　　　　　１通

2、 甲第一号証～甲第三号証　　　　　　　　各２通

　平成１２年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　上記原告　　山　田　太　郎

東京簡易裁判所　御中

